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1は じ め に

従来国内産小麦の用途はうどん、きしめんなどの日本

式めんが主体であったが、最近全国的に国内産小麦でパ

ンを製造し、販売することが盛んになりつつある。この

ため、製パン適性の高く、安定多収・耐病性の新品種育

成に対する要望が強い。2001年度に東北農業研究センタ

ーで育成した、寒冷地向けバン用小麦新品種「ハルイブ

キ」は、外国産バン用小麦に近い生地特性と製バン性を

持ち、しかも他の品種とのブレンド適性が高い。また、

多収、耐病性、強稗で、栽培特性も優れる。そこで、本

品種の育成経過、特性、及び地域適応性等について報告

する。

2試 験 方 法

「ハルイプキ」は、早生・多収、耐寒雪性、耐病性及

び高製バン適性を育種目標に、1988年 度 (1989年 5月 )

東北農業試験場 (現 東北農業研究センター)において、

晩生で耐病性が強く、高製バン性と関係のある高分子量

グルテニンサブユニットの 5+10サ ブユニットをもつユ

ーゴスラビア品種 「Stozhcr」 を母とし、早生 多収で

耐寒雪性が強く、製バン適性がやや優れた「東北 195号」

を父として人工交配を行い、以降系統育種法で選抜・固

定を図ってきたものである。1991年度 (R)に 系統選

抜を行い、1993～ 1994年度 (R～ ■)に「盛系 B8605J

の系統名を付して、系統適応性検定試験及び特性検定試

験を行つた。その結果、優良な結果が得られたので、1995

年度 (B)よ り「東北 205号」の地方番号名を付して、

関係各県の奨励品種決定調査に配付した。その結果、秋

田県での試験成績が良好であつたため、平成 2000年 9

月に秋田県で認定品種に採用された。そして、2001年 12

月に小麦農林 153号「ハルイブキ」と命名された。

3 試験結果及び考察

(1)特性概要

育成地における「ハルイプキ」の特性、東北の基幹品

種である「キタカミコムギ」に比較して、次のような特

徴をもつ。

播性はVで、出穂期で4日 、成熟期で3日 程度早い、

中生種である。梓長はやや短く、穂長は短く、穂数は同

程度である。耐寒雪性はやや強く、耐倒伏性は強い。穂

発芽性は同程度で、収穫期の雨ぬれにより低アミロにな

りやすい。耐病性は、赤さび病、うどんこ病及び縞萎縮

病のいずれにも強いが、赤かび病は中で同程度である。

雪腐病にはやや弱い。安定多収で、千粒重は大きいが、

リットル重は同程度である。外観品質はやや劣り、粒色

は濃褐で粒質は硝子質である (表 1)。
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硬質小麦で、製粉性はやや優れる。粉色の自さ

(R455)、 明るさ(R554)は ともにやや低い。粉の蛋自含

量は3～ 4%高 く、製バン性の指標の一つであるセディ

メンテーション値が高く、しかも母親の「Stozhcr」 と

同様に 5+10高分子量グルテニンサプユニットを持つ。

アミログラムの最高精度は低い。ファリノグラムは吸水

率とバロ リメーター・バリューがともに高く、生地の

形成時間・安定度が長い。エキステンソグラムは面積が

大きく、生地の伸張抵抗が大きく、伸張度が小さく、形

状係数が大きい。このため、生地物性はカナダ産「lCW」

に近く、強力的な傾向を示す (表 2)。

製バン適性は、通常の配合では、「コユキコムギ」、「ナ

ンブコムギJに比べ、吸水性・作業性が優れ、官能評価

点がわずかに低いものの、総合評価点が高い。また、日J

原料の砂糖、脱脂粉乳及びショートニング (油 脂)の配

合が多い、いわゆる “リッチ"のパンでは官能評価点が

高くなる (表 3)。 さらに、低アミロースでめん用の「ネ

バリゴシ」などの品種をブレンドすることにより、製パ

ン適性の向上が期待できる D。

(2)適応地帯
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東北地域の根雪期間が 110日 以下の平坦地に適応す

る。秋田県では、現在、奨励品種に採用されている。

(3)栽培上の注意

①雪腐病にやや弱いので、種子消毒などにより防除に

努める。②収穫期の雨濡れにより穂発芽して低アミロ■

なりやすいので、収穫期に達したら雨に当てないよう速

やかに収穫する。③低蛋自になると製パン性が悪くなる

ので、原粒蛋自含量が 12%以上になるよう、融雪期追

肥、減数分裂期追肥及び出穂期追肥を組み合わせた適切

な施肥管理を行う。

4 ま と め

バン用新品種「ハルイブキ」は、耐倒伏性・耐病性が

強く、多収で、製粉性がやや優れる。製バン適性はやや

高く、他品種とのブレンドにより製バン適性の向上が期

待できる。
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